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さ
あ
み
ん
な
揃
っ
て

丈
夫
で
長
生
き
し
よ
う

（

壮

年

学
級

だ

よ
り

）

と
し
よ
り
に
負
け
る
な
、
か
あ

ち
ゃ
ん
に
負
け
る
な
の
か
け
ご
え

勇
ま
し
く
発
足
し
た
壮
年
学
級
は

七
月
二
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
藤

田

保
育
所
遊
戯
室
に
集
ま
り
、
開

講
式
を
挙
げ
た
。
夏
蚕
の
上
族
、

中
生
桃
の
最
盛
期
と
重
な
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
出
席
七
十
名
と

す
べ
り
出
し
ま
こ
と
に
好
調
。
各

方
部
毎

に
受
付
け
、
き
ち
ん
と
整

列
着
席
、
さ
す
が
現
役
の

パ
リ
パ

リ
だ
け

あ
っ
て
、
言
行
共
に
キ
ビ

キ
ビ
し
て
何
ご
と
も
手

ぎ
わ
よ
く

進
む
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
や
は
り

他
の
学
級
に
比
べ
て
一
日
の
長
が

あ
る
。

発
起
人
を
代
表
し
て
樋
口
清
三

氏
が
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
し

止
む
に
止
ま
れ
ぬ
向
学
の
意
気
込

み
を
開
陳
す
れ
ば
、
佐
藤
公
民
舘

長
こ
れ
を
受
け
て
立
つ
主
催
者
と

し
て
の
熱
意
を
披
れ
き
し
、
こ
れ

を
具
体
化
す
る
た
め
の
開
設
要
項

に
つ
い
て
公
民
館
主
事
よ

り
説
明

す
れ

ば
、
集

っ
た
学
級
生
、
今
更

な
が
ら
こ
の
学
級
の
使
命
の
重
大

さ
を
認
識
し
、
あ
ら
た
め
て
学
習

の
意
欲
を
燃
や
し
、
斗
魂
を
か
き

た
て
る
の
で

あ
っ
た
。
次
い
で
館

長
よ
り
各
地
区
の
推
進
員
並
び
に

運
営
委
員
を
委
嘱
し
、
来
賓
と
し

て
臨
席
さ
れ
た
八
巻
助
役
、
東
海

林
議
長
、
岩
谷
教
育

膸
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
並
び
に
は
げ
ま
し
の
こ

と
ば
を
い
た
だ
き
一
日
一
式
を
閉
じ

た
。
そ
の
後
二
時
半
か
ら
四
時
半

ま
で
福
島
民
報
社
編
集
主
幹
塩
川

朝
夫
先
生
の
「

安
保
問
題
と
政
局

展
望
」
と
題
す
る
お
話
を
き
き
、

終
っ
て
す
ぐ
こ
の
ま
ま
帰

る
の
は

惜
し
い
の
で
懇
談
会
を
し

よ
う
と

六
時
ま
で
全
員
で
話
し
合

っ
た
。

尚
八
月
の
壮
年
学
級
は
左
記
要

項
の
通
り
一一
ｔ
六
日
午
後
一
時
か

ら
公
立
藤
田
病
院
で
「
成

人
病
と

そ
の
対
策
」
に
つ
い
て
院
長
本
宿

尚
先
生
の
お
話
を
聞
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
万
障
く
り
合
せ

て
出
席
さ
れ
た
い
。

壮
年
学
級
の
お
知
ら
せ

○
期
日
　
八
月
二
十
六
日（
火
）

午
後
一
時
よ
り
四

時
ま
で

○
場
所
　
公
立
藤
田
病
院

○
課
目
　

「
成
人
病
と
そ
の

対
策
」

○
講
師
　
公
立
藤
田
病
院
長

本
宿
　
尚
先
生

消

防

団

辞

令

交

付

式

国
見
町
消
防
団
で
は
先
頃
、
大

津
団
長
の
辞
任
、
樋
口
弥
太
郎
氏

の
団
長
昇
任

に
伴
な
う
、
幹
部
異

動

な
ら
び
に
、
欠
員
補
充
の
た
め

新
団
員
の
任
命

を
行
な
っ
た
。

○
幹
部
　
（
　
）
内

は
旧
職
名

副
団
長
（
第
三
分
団
長
）

徳
江
喜
一

第
三
分
団
長
（
同
副
分
団
長
）

佐
藤
直
哉

第
三
分
団
副
分
団
長
（
同
第
二

部
長
）
　
　

蓬
田
正
敏

第
三
分
団
第
二
部
長

’（
同
第
二

部
副
部
長
）
佐
藤
正
衛

第
三
分
団

弟
二
部

副
部
長
（
同

第
二
部

班
長
）
村
上
公
月

第
三
分
団

第
二
部
班
長
（
団
員
）

実
沢
正
美

第
五
分
団
第
二
部
長
（
同
第
二

部
副
部
長
）
長
谷
川
正
男

第
五
分
団
第
二
部
副
部
長
（
班

長
）
　
　
　

桜
沢
太
一
郎

弟
五
分
団
第
二
部
班
長
（
団
員
）

渋
谷
良
耕

Ｏ
新
団
員

志
村
孝
明
　
第
五
分
団

八
島
義
信
　

ク

武
田
　
勉
　

々

菊
池
久
愃
　

″

芭蕉翁碑案内標識

７月25日奥山亀一氏ら有志

の手により四号国道よりの

入口に建てられた。

東海林翁銅像

公立藤田綜 合病院創設功労者とし

て旧病院玄関わきにあつたものを

新病院管理棟南側に移転された。

防

ご
う
感

電

事
故

１
、
電
柱
に
は
ぜ
っ
た
い
の

ぼ
ら

な
い
。

２
、
支
線
を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
り
、
素

の
ぼ
り
な
ど
し
な
い
。

３

、
電
線
に
接
近
し
て
い
る
樹
木

に
は
の

ぼ
ら
な
い
。

４

、
電
線
に
は
ぜ
っ
た
い
に
さ
わ

ら
な
い
。

も
し
切
れ
て
い
る
電
線
を
み
つ

け

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
電
力
会

社
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

５
、
電
線
に
棒
な
ど
で
さ
わ
っ
た

り
、
金
物
を
投
げ
た
り
す
る
こ

と
は
ぜ
っ
た
い
に
し
な
い
。

以
上
の
こ

と
を
町
内
の
児
童
生

徒
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
こ
ん
な
子

ど
も
を
見
つ
け

た
お
と
な
の
方
は
す
ぐ
と
め
て
く

だ
さ
い
。

部

落

長

研

修

旅

行

記

七

月
二
十
二
、
一
一
十
三
の
両
日

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
部
落
長
会

の
研

修
旅
行
は
、
農
繁
期
と
は
い

え
ほ
と
ん
ど
全
員
参
加
、
そ
れ
に

町
議
会
、
農
協
の
代
表
、
案
内
役

の
役
場
職
員
等
を
加
え
、
極
め
て

有
意
義
に
、
か
つ
な
ご
や
か
に
終

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の

意
を
こ
め
、
く
に
み
紙
上
を
お
借

り
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
へ
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

二
十
二
日
朝
、
わ
れ
ら
を
の
せ

た
大
型

バ
ス
は
、
飯
坂
よ
り
国
道

十
三
号
線
に
入
る
。
明
治
初
年
時

の
県
令
三
島
通
庸
に
よ
っ
て
開

か

れ
、
そ
の
名
も
万
世
大
路
と

名
付
け
ら
れ
た
が
、
今
最
新

の
技
法
に
よ
っ
て
改
修
さ
れ

文
字
通
り
平
坦
ど
の
如
き
大

道
と
化
し
、
い
さ
さ
か
の
不

安
も
な
い
。
い
く
つ
か
の
大

ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、
た
ち

ま
ち
に
し
て
山
形
県
に
入
る

米
沢
・
高
畠
・
赤
湯
と
進
む

途
中
、
鳩
峯
牧
場
、
黒
江
堰

潅
既
稲
作
地
帯
、
名
勝
白
竜

湖
等
を
車
窓
に
指
呼
し
な
が

ら
や
が
て
赤
湯
ド
・
フ
イ

ブ
イ

ン
で
小
休
、
上
の
山
、
中
山

を
過

ぎ
る
所
近
代
歌
人
あ
ら

ら
ぎ
派
の
巨
匠
斎
藤
茂
吉
の

出
生
地
や
鷦
脛
の
湯
の
巾
来

等
を
聞
き
、
山
形
市
内
を
通

り
寒
河
江
市
に
入

る
。

「
白
坂
よ
り
奥
寒
河
江
は
匕

年
程
寝
て
暮
ら
す
程
も
う
か

り
暎

」
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
よ

う
に
、
こ
の
あ
た
り
の
宿
場
は
、

昔
か
ら
三
山
詣
で
の
旅
人
が
お
と

し
て
行
く
財
源
で
豊
か
な
生
活
が

で
き
た
と
い
う
。
車
は
い
よ
い
よ

御
山
コ

ー
ス
に
入

り
、
登
り
ゆ
く

山
の
合
間

か
ら
、
残
雪
に
お
お
わ

れ
た
月
山
の
姿
が
見
え
る
。

。
雲
の
峯
い
く
つ
崩
れ
て
月
の

山
〃

俳
聖
芭
蕉
の
名
句
も
こ
の
辺

か
ら
生
れ
た
こ
と
と
思
う
。

正
午
湯
殿
山
に
到
着
、
各
自
昼

食
を
す
ま
し
て
参
拝
す
る
。
芭
蕉

の
句
に

謚
四
ら
れ
ぬ
湯
殿

に
ぬ
ら
す
抉

か
な
’

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
昔
、
湯
殿
山

奥
の
院
は
、
修
験
秘
法

の
道
場
と

さ
れ
、
山
中
院
内
の
詳
細
に
つ
い

て
の
他
言
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
今
日
も
な
お

そ
の
し
き
た
り
は
守
ら
れ
、
参
詣

者
は
神
官
に
よ
っ
て
き
び
し
く
整

理
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

午
後
一
時
半
、
下
山
、
鶴
岡
へ

向
う
途
中
、
豪
雪
地
で
有
名
な
田

麦
俣
部
落
を
通
り
、
落
台
部
落
で

は
赤
川

ダ
ム
の
豪
壮
な
水
門
を
見

る
。
こ
の
水
門
か
ら
収
入

れ
る
豊

富
な
水
で
、
名
だ
た
る
米
ど
こ
ろ

庄
内
平
野
は
う
る
お
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

先
頃
引
退
し

た
柏
戸
の
生

家
や
阿
倍
貞
任
、
宗
任
兄
弟

が
生
母
を
尋
ね
て
巡
り
合
っ

た
と
伝
え

ら
れ
る
ほ
が
り
山

な
ど
左
に
眺
め
な
が
ら
鶴
岡

市
に
入
る
。
こ
こ
は
、
徳
川

四
天
王
の
随
一
酒
井
雅
楽
頭

の
居
城
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
庄

内
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
。

車
は
十
三
兮
国
道
よ
り
七
号

線
に
入
り
、
日
本
海
岸
通
り

に
出
る
。
由
良
の
景
勝
地
で

少
休
、
奇
岩
暮
坪
の
立
石
な

ど
を
眺
め
、
一
見
鏡
の
如
き

海
を
右
に
七
ば
ら
く
南
下
国

道
よ
り
山
あ
い
に
ニ
キ
ロ
程

入
っ
た
所
今
日
の
宿
泊
地
温

熱
温
泉
街
で
あ
る
。
い
づ
み

荘
な
る
ホ
テ
ル
に
く
つ
ろ
ぎ

ま
ず
一
日
の
疲
れ
を
湯
浴
み

で
い
や
し
、
午
俊
六
時
、
大

広
間
で
臨
時
総
会
を
開
く
。
菅
野

会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
の
後
、

議
事
に
入
り
、
事
務
局
長
提
案
理

由
の
説
明

が
あ
り
、
満
場
異
議
な

し
で
拍
手
、
総
会
を
終
り
懇
親
会

に
移
る
。
（
以
次
下
兮
）

写
真
　
羽
黒
山
で
（
斎
藤
義
吉
記
）

Ａ
郵
便
局
に
会
計
機
登
場
Ｖ

郵
便
局
に
「
為
替
貯
金
窓
口
会

計
機

」
が
入
り
ま
し
た
。

こ
の
機
械
に
よ
っ
て
、
貯
金
や

為
替
の
窓
口
事
務
が
、
い
ま
ま
で

よ
り
も
は
る
か
に

ス
ピ
ー
デ
ィ
に

よ
り
確
実
に
な
り
ま
す
。
こ
の
会

計
機
の
登
場
に
よ
っ
て
貯
金
通
帳

も
小
型
で
ス
マ
ー
ト
な
も
の
に
変

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
の

通

帳
の
余
白
が
な
く
な
っ
た
も
の

か
ら
、
順
に
取
り
替
え
ら
れ
ま
す

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
七
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死

亡
日
　

氏
　
　
　

名
　
　

年
令
　
　

住
　
　
　
　

所

６

、
2
9
　菅
野
　
政
雄
　
　

七
一
　
　

藤
田
　

南
三

了

、４
　

小
林
ア
キ
ヱ
　
　

三
二
　
　

山
崎
　

太
子
堂
一

ク

５
　

高
橋
　

ク
カ
　
　

七
二
　
　

高
城
　

前
五
四

夕

月
　

高
橋
　
辰
蔵
　
　

五
二
　
　

山
崎
　
曲
田
三

々
1
6
　
吉
田
　

フ
ジ
　
　

六
二
　
　

森
山
　
東
新
田
三
六

ク
2
2
　
佐
野
　

セ
ヨ
　
　

六
一
　
　

徳
江
　
親
郷
六
の
イ

々
2
6
　
菅
野
　
（

ツ
　
　

五
二
　
　

山
崎
　
北
町
田
三

ク
ｙ
　

大
村
ヱ
ナ
イ
　
　

ハ

三
　
　

藤
田
　

日
渡
三
、
二
十

ク
3
0
　
佐
久
間

梅
治
　
　

五
三
　
　

塚
野
目
金
屋
六

④
　

敬
老
の
日
（
九
月
十
五
日
）
近
ず
く
…
…
老
人
は
社
会
の
功
労
者
で
す
一
感
謝
の
心
で
接
し
ま
し
よ
う
。

く
に
み



富 士 に 登 る 82才の若者

私
共
三
十
八
名
は
全
員
昭
和
四

十
四
年
七
月
二
十
日
午
前
四
時
富

士
山
の
頂
上
に
立
ち
ま
し
た
。
唯

唯
感
慨
無
量
色
々
御
心
配
頂
い
た

皆
様
に
感
謝
の
気
持
で
一
杯
で
し

た
。
公
社
の
長
尾
さ
ん
駅
長
さ
ん

鈴
木
先
生
お
蔭
様
で
皆
さ
ん
お
元

気
で
三
七
七
六
米
の
日
本
一
高
い

処
か
ら
御
挨
拶
が
出
来
ま
し
た
。

熟
い
も
の
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。
頂
上
の
浅
間
神
社
で

お
払
い

を
受
け
代
表
し
て
玉
串
を
奉
典
し

直
ち
に
御
来
光
を
拝
す
。
ま
っ
赤

な
空
に
金
色
ま
ば
ゆ
い
頂
上
の
御

来
光
は
生
涯
の
思
い
出
と
し
て
一

同
の
心
に
残
る
事
で
し

ょ
う
。

本
当
に
天

侯
に
恵

ま
れ
て
良
か

っ
た
、
山
は
天
気
が
第
一
だ
、
梅

雨

が
な
か
な
か
上
ら
ず
気
象
台
と

公
社
の
連
絡
に
気
を
も
ん
だ
事
も

サ
ラ
リ
と
ス
ッ
飛
び
剣
ヶ
峯
の
山

頂
気
象
レ
ー
ダ

ー
を
バ
ッ

ク
に
し

て
一
同
記

念
撮
影
、
ト
ッ
テ
も
元

気
に
写
っ
て
い
ま
す
ヨ
、
ヤ
ッ

ケ

と
軍
手
で
で
下
一
度
の
頂
上
の
お

鉢
を
一
列
に
な
っ
て
進
み
ま
し
た

銀
明
水
で
三
十
円
の
銀
盃
を
頂

く

頂
上
を
下
り
た
の
は
七
時
半
。

何
も
か
も
う
ま
く
運
び
ま
し
た

山

ガ
イ
ド
の
小
俣
さ
ん
が
河
口
湖

の
駅
に
迎
え
に
出
て
必
ず
全
員
登

頂
さ
せ
ま
す
と
力
強
く
言
わ
れ
た

時
の
嬉
し
か
っ
た
事
。
ス
バ
亡
フ

イ

ン
で
五
合
目
迄

バ
ス
で
登
れ
る

事
、
「

六
根
清
浄
、
お
山
は
晴
天
’

の
ス
プ
レ
ス
コ

ー
ル
が
如
何
に
力

強
い
も
の
か
も
良
く
判
っ
た
事
。

本
八
合
目

と
い
っ
て
も
頂
上
か
ら

二
番
目
の
高
い
処
が
宿
で
あ
っ
た

事
。
そ
れ
で
も
武
装
し
て
味
噌
汁

を
一
杯
ス
ス
リ
二
時
半
に
出
発
し

た
ら
ビ
ュ

廴
ヒ
ュ
ー
の
寒
風
に
は

ど
う
な
る
事
か
と
思
っ
た
。
黙

々

と
し
て
暗
闇
の
中
電
灯
を
手
に
人

波

を
か
き
分
け
て
登
る
の
は
富
十

山
な
ら
で
は
の
事
。

下
山
は
歩
度
に
よ
る
差
が
出
る

の
で
残
さ
な
い
と
い
う
方
針
を
耳

う
ち
さ
れ
る
。
砂
走
り
の
頃
か
ら

か
な
り
の
幅
が
出
た
が
つ
い
に
十

一
時
下
山
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

松
浦
一
川
先
輩
も
と
て
も
元
気
で
黒

田
さ
ん
は
何
時
も
先
頭
で
し
た
。

伊
藤

匸
一
さ
ん
は
旗
持
ち
の
大
役

を
果
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特
筆
し
た
い
亊
、
八
合
口

の
富

士
山
唇
テ
ル
の
主

人
か
ら
も
熱
海

の
宿
で
も
同
様
に
「

あ
な
た
方
の

団
体
は
と
て
も
統
制
が
と
れ
て
立

派
で
す
。
模
範
で
す
」
と
の
事
。

と
て
も
う
れ
し
い
事
で
し
た
。

熱
海
の
宿
で
金
谷
川
の
若
い
人

達
に
感
謝
の
お
銚
子
を
出
し
て
交

歓
し
た
あ
た
り
全
く
鮮
か
で
し
た

共
通
の
苦
し
み
を
味
わ
い
、
し

か
も
成
功
し
た

あ
と
の
悦
び
は
た

と
え
様
も
あ
り
ま
せ
ん
。
行
動
を

共

に
し
た
皆
様
に
も
御
礼
申
上
げ

ま
す
。

（
野

村
隆

二
記

ゝ

写
真

剣

が
峯
を

バ
ッ

ク
に

記
念
撮
影

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
大
歓
迎

明
治
学
級

今
月
は
工
場
見
学
2
8日

七
月
の
明
治
学
級
は
二

十
五
日
県
北
中
学
校
で
行

わ
れ
た
。
午
後
一
時
玄
関

前
に
集
合
、
隣
に
で
き
た

共
同
選
果
場
を
見
学
、
つ

い
で
中
学
校
体
育
館
で
佐

藤
組
合
長
さ
ん
よ
り
、
新

し
い
町
づ
く
り
と
農
業
協

同
組
合
の
あ
り
方
に
つ
い

て
又
高
橋
校
長
先
生
よ
り

青
少
年
教
育
と
老
人
の
役

割
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
有

益
な
お
話
を
き
き
、
感
銘

を
深
く
し
た
。
特
に
選
果

場
で
は
早
生
と
中
生
の
端

境
期
で
も
も
の
出
荷
が
少

な
く
、
午
前
中
に
仕
草
が

終
る
と
こ
ろ
を
、
品
物
を

残
し
て
お
い
て
わ
ざ
わ
ざ
機
械
を

運
転
し
て
み
せ
て
く
だ
さ
れ
、
又

中
学
校
で
は
、
休
み
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
二
十
八
名
の
ク
ーフ
ブ
員

が
出
席
し
て
み
ご
と
な
プ
ブ
ス
バ

ン
ド
を
実
演
し
て
く
れ
た
こ
と
な

ど
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
わ
れ
わ
れ

老
人
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
厚
意
を

示
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
ほ
ん
と

う
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。

今
月
は
二
十
八
日
（
木
）
午
後

一
時
か
ら
藤
田
駅
周
辺
に
あ
る
工

場
を
見
学
し
、
わ
が
町
の
工
業

に

つ
い
て
勉
強
す
る
予
定
で
あ
る
。

写
真
　
共
選
所
前
で

明
治
学
級
の
お
知
ら
せ

＠

期
日
　

八
月
二
十
八
日
（
木
）

④
集
合
　

午
後
一
時
迄
観
月
台

公
園
富
士
神
社
前
集
合

＠
　

見
学
揚
所

１
、
国
見
電
子
株
式
会
社

２
、
株
式
会
社
石
原
商
店

３
、
株
式
会
社
睦
商
会

④
研
究
会
場

青
年
研
修
所
講

師
先
生
を
囲

み
お
話
会
　
　
　
　
　
　
　
・

④
講
師

見
学
三
工
場
の
各
社
長
さ
ん

’
国
見
電
子
　
広
木
孝
安
殿

石
原
商
店
　
石
原
　
巌
殿

睦
商
会
　
　

荒
木
正
巳
殿

更
年
期
障
害
と
体
力
づ
く
り

婦
人
学
級
　
二
十
七
日
公
立
病
院
で

七
月
の
中
央
婦
人
学
級
は
二
十

五
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
公
立

藤
田
病
院
て
開
き
、
本
宿
院
長
先

生
か
ら
「
農
婦
症
と
そ
の
対
策
」

に
つ
い
て
概
論
的
な
お
話
を
い
た

だ
き
、
新
し
い
病
院
の
見
学
を
し

た
。
百
人
を

は
る
か
に
越

す
大
部
隊
で

病
院
の
方

々

に
は
た
い
へ

ん
な
お
せ
わ

に
な
り
、
ご

迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と

を
謝
罪
す
る

と
共
に
、
今

後
も
こ
ん
な

こ
と
が
あ
る

と
思
わ
れ
る

の
で
、
あ
ら

か
じ
め
よ
ろ

し
く
お
願

い

し
て
お
く
次

第
で
あ
る
。

そ
の
際
、

時
間
の
都
合

で
割
愛
し
た

「

更
年
期
障

哥
」
に
つ
い

て
の
お
話
を
一
日
も
早
く
と
の
み

ん
な
の
声
で
あ
っ

た
の
で
、
今
月

は
さ
っ
そ
く
こ
の
勉
強
を
し
よ
う

と
渡
辺
副
院
長
さ
ん
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
ご
快
諾

を
い
た
だ
い
た

の
で
左
記
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
前
の
人
で
も
よ
し

交
代
で
も
よ
し
、
各
学
級
、
各
部

落

か
ら
。三
人

以
上

参

加
し

て
も

ら

い

た

い
。

一
人

も
出

席

し

な

い

と
、

中

央

と

の
連

絡

が
と

ぎ
れ

社

会

の
情

勢

に
う

と
く

な

り

が

ち
だ

。

八

十

二
才

の

高
令
者

を

先

頭

に
、

平

均

年

令
六

十

八

歳

の
明

治

学

級

生
か

富

士

登

山
を

や

っ

て

い

る
反
面

Ｒ

本
の

主

婦

は
平

均

一
日

四

キ

ロ
　（

一

里
）
　
の
歩

行

で

フ

ー

フ

ー

い

っ
て

い

る

と
い

う
。

食

べ
過

ぎ

飲

み
過

ぎ

、
’・休

み

過

ぎ
、
遊

び

過

ぎ

、
古

人

い
わ

く

過
ぎ

た

る
は

及

ば

ざ

る
に

如

か
ず

。
健

康

喪
失

の

要
因

は

あ

ま

り
に

多
す

ぎ

る
。

知

る

、
行

な

う

、
考

え

る
生
活

こ

そ

健

康

づ
く

り

の
基

本
で

あ

る
。

中

央
婦
人
学
級
の

お

知

ら

せ

回
期
日
　
八
月
二
十
七
日
（
水
）

回

時
間
　

午
後
一
時
半
よ
り
四
時
ま
で

卜（
時
間
励
行
）

［
１１１］
場
所
　
公
立
藤
田
病
院

回
研
究
課
題
と
講
師

「
更

年
期
障
害
と
体
力

づ
く
り
」

’
副
院
長
　
渡
辺
　
宏
先
生

「
健

康
手
帳
の
使
い
方
」

’
　
　

総
婦
長
　
関
場
　

泰
先
生

回
準
備県

婦
連
編
「
健
康
手
帳
」

を
お
持

ち
の
方
は
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
（
婦
人
会
員
は
全
部
持

っ
て
い
る
筈
で
す
）

回
講
師
先
生
に
お
き
き
し
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
紙
ぎ
れ
に
書
き
、
二
十
三
日

ま
で
に
公
民
館
鈴
木
主
事
あ
て
お
屈
け

く
だ
さ
い
。

母
ち
ゃ
ん
の

秘
　
密

お
ら
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
、
近
ご

ろ
小
さ
な
本
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
の

ぼ
せ
て
、
と
き
ど
き
出
し
て
は
い

っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
読
ん
で
い
る

あ
る
と
き
は
何
か
考
え
ご
と
を
す

る
よ
う
に
首
を
ひ
ね
り
、
顔
を
し

が
め
て
い
る
か
と
思
う
と
、
明
る

い
顔
で
に
や
に
や
す
る
こ
と
も
あ

る
。
な
に
ご
と
か
と
、
あ
る
と
き

そ
っ
と
エ

プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら

と

り
出

し

て

ペ

ー
ジ

を
め

く

っ
て

み

た

ら

。

な
か

な

か
う

ま

い
こ

と

が
書

い

て

あ
る
。

あ
っ

ち

こ
・つ

ち
要

点

を

紹

介
す

る
が

く

わ

し

い
こ

と

は
母
ち
ゃ
ん
の
「
健
康
手
帳
」
を

借
り
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
常
に
健
康
の
反
省

①
太
り
過
ぎ
、
や
せ
過

ぎ

②
息

ぎ
れ
や

ど
う
き
は
し
な
い
か

③
肩
こ
り
、
息
ぐ
る
し
い

④
立
ち
く
ら
み
や
め
ま
い

④
胸
つ
か
い
や
食
べ
も
の
消
化

が

わ
る
い

⑥
生
理
が
順
調
で
な
い

⑦
不
時
の
出
血
な
ど
が
あ
る

⑧
熱
っ
ぽ
く
、
つ
か
れ
や
す
い

⑨
せ
き
が
出
て
困

る

⑩
か
ら
だ
が
痛
ん
で
困
る

以
上
の
・
よ
う
な
症
状
が
継
続
的

に
お
き
れ
ば
医
者
の
診
断
を
先
づ

第
一
に
受
け
ま
し

ょ
う

○
病
気
は
早
期
に
発
見
し
て

手
早
く
治
療
し

ま
し
よ
う

巾
定
期
的
な
集
団
検
診
は
何
を
お

い
て
も
受
け
ま
し

ょ
う

結
核
検
診

胃
検
診

ガ
ン
検
診
　
子
宮
ガ
ン
検
診

成
人
病
検
診

妊
婦
検
診

乳
児
検
診
　
三
才
児
検
診

⑦
病
院
に
は
　
気
軽
る
に
　
め
ん

ど
う
が
ら
ず
　
こ
わ
が
ら
ず

③
こ
ろ
ば
ぬ
先

の
杖

予
防
は
健
康
を
守
る
第
一
の
近

道
㈲
妊
婦
は
母
子
手
帳
を
活
用
し
ま

し
よ
う

○
四
〇
才
を
過
ぎ
れ
ば
お
互
い

生
活
態
度
を
考
え
ま
し
よ
う

①
無
理
の
な
い
ゆ
っ
く
り
し
た
生

活
の

プ
ラ
ン
を
た
て
て
そ
れ
を

規
則
正
し
く
実
行
す
る
。

②
健
康
な
人
で
も
、
高
血
圧
の
人

で
も
、
だ
ら
だ
ら
し
た
生
活
は

か
え
っ
て
不
健
康
の
も
と
で
す

③
年
を
と
っ
て
頭
が
ボ
ケ
る
の
は

頭
の
血
管
が
か
た
ま
る
た
め
で

何
も
仕
事
を
し
な
い
で
頭
を
使

わ
な
い
と
、
早
く
ボ
ヶ
て
し
ま

い
ま
す
。

④
早
寝
早
起
き
は
励
行
し
ま
し
よ

④

仕
事

は
き

め

た
時
間

を

ゆ

っ
く

り
」こ
Ｏ

⑥
食

事

は
ゆ

っ

く

り

楽
し

く

①

高
血
圧

や

心

臓

炳

の
人

は

昼

食

後
三
〇

分
位
安
静
に
横
に
な
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

⑧
夜
ふ
か
し
で
テ
レ
ビ
に
夢
中
に

な
る
よ
う
な
こ
と
は
さ
け
ま
し

よ
う
。

⑨
何
事
も
度
を
過
ぎ
な
い
生
活
が

大
切
で
す
。
　
　
（
つ
づ
く
）

い
つ
も
　
心
も
体
も

さ
わ
や
か
な
め
ざ
め

い
つ
も
　
食
事
は
お
い
し
く

た
の
し
く

い
つ
も
　
働
く
こ
と
が

た
の
し
み
で

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る

安
ら
か
な
心

盆
栽
の
植
替
え

な
ど
講
習

七
月
号
く
に
み
で
結
成
要
項
を

示
し
、
会
員
募
集
中
で
あ
っ
た
国

見
町
園
芸
愛
好
者
の
会
は
、
二
十

一
日
午
後
二
時
、
公
民
館
で
総
会

を
開
き
、
会
則
を
決
め
、
役
員
を

選
出
し
て
、
八
月
四
日
に
は
第
一

回
の
役
員
会
を
開
き
、
早
速
活
動

に
と
り
か
か
る
こ
と
に
し
た
。

会
員
百
二
十
四
名
、
役
員
は
次

の
通
り

会
長
…
…
熊
田
一
怡
　
副
会
長

…
…
佐
藤
利
雄
　
書
記
…
…
鈴

木
美
一
　
会
計
…
…
藤
田
勝
衛

理
事
…
…
小
野
寺
省
二
　
鴨
田

太
重
郎
　
佐
藤
勝
太
郎
　
阿
部

善
雄
　
古
川
要
吉
　

佐
藤
寅
一

五
十
嵐
善
右
工
門
　

吉
田
金
次

郎
　

佐
野
市
郎
　

佐
久
間
直
次

松
浦
長
明
　

加
藤
万
拙
　
瀬
戸

幸
一
　
佐
藤
勉
三

監
事
…
…
後
藤
豊
三
郎
　
吉
田

嘉
蔵

顧
問
国
見
町
長
　
関
口
　
道
孝
殿

町
会
議
長
　
東
海

林
一
郎
殿

教

育

長
　
岩
谷
　
唯
近
殿

公
民
館
長
　
佐
藤
善
次
郎
殿

（
八

月

の

事
業
）

八
月
二
十
四
日
（
日
）
午
後
一
時

半
よ
り
、
盆
栽
の
植
替
え
、
球
根

宿
根
草
類
の
植
付
そ
の
他
の
手
入

れ
に
つ
い
て
講
習
を
う
る
け
。
講

師
と
し
て
は
福
島
市
信
夫
園
の
主

人
菅
野
正
蔵
氏
と
す
る
。

会

場
　

育

年

羂
偐

躅

お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す

（
七
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　

敬
称
略
す
）

出
生
日
　
氏
　
　
　

名
　
親
の
名
と
続
柄
　
住
　
所

６
、
1
9
　朽
木
　

尚
武
　
　

正
美
の
長
男
　
藤
田
　

北
二
八

々
2
1
　
佐
藤
　

敏
明
　
　

三
男
の
長
男
　
藤
田
　

太
子
堂
三
十
二

″
2
2
　
阿
部
　
清
子
　
　

典
男
の
長
女
　
貝
田
　

町
後
五

″
2
4
　
遠
藤
　
功
啓
　
　

剛
　

の
二
男
　
大
木
戸
新
田

山
五

ク
2
7
　
本
間
　

裕
子
　
　

可
衛
の
二
女
　
藤
田
　

五
反
田
二

″
3
0
　
安
孫
子
節
夫
　
　

章
一
の
二
男
　
泉
田
　

新
田

二
十

７

、１
　

大
波
　
敦
子
　
　

秀
雄
の
二
女
　
徳
江
　
西
十
八

″

１
　
井

砂
　
順
子
　
　

浩
一
の
長
女
　

西
大
枝
酉
十
一

々

４
　

佐
藤
　

賢
一
　
　

武
夫
の
長
男
　

泉
田
　

馬
場
四
の
二

々

７
　

斎
藤
　
利
貞
　
　

博
　
の
長
男
　

徳
江
　
北
小
屋
十

夕

８
　

佐
藤
　
　

泉
　
　

武
　
の
長
女
　

山
崎
　

南
町
田
二
十
二

ク
1
3
　
大
和
田
浩
子
　
　

紀
夫
の
長
女
　

藤
田
　
北
十
一

々
1
5
　
佐
藤
　

隆
幸
　
　

隆
造
の
二
男
　
森
山
　
下
鶉
町
二
十
八

夕
2
1
　
高
橋
　
裕
子
　
　

正
一
の
長
女
　
貝
田
　
立
久
根
四

④
　

部
落
長
さ
ん
・
隣
組
長
さ
ん
に
お
願
い
…
…
…
館
報
「
く
に
み
」
お
手
許
に
届
い
た
ら
す
ぐ
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。
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